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平成２７年（厚）第１２８４号

平成２８年８月３１日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、厚生年金保険法（以

下「法」という。）による老齢厚生年金に

ついて、子に係る加給年金額の加算を求め

るということである。

第２　再審査請求の経過

１　請求人は、６０歳に達した平成○年○

月○日を受給権発生の日とする法附則第

８条の規定によるいわゆる特別支給の

老齢厚生年金（以下「特老厚」という。）

の支給を受け、その後、６５歳に達した

平成○年○月○日からは、法第４２条の

規定による老齢厚生年金（以下、単に「老

齢厚生年金」という。）の支給を受けて

いる。

２　請求人は、平成○年○月○日（日本年

金機構○○年金事務所受付）、厚生労働

大臣に対し、Ａ（平成○年○月○日生、

以下「Ａ」という。）とＢ（平成○年○

月○日生、以下「Ｂ」という。）を加給

年金額の対象者として、老齢厚生年金加

給年金額加算開始事由該当届を提出した

が、厚生労働大臣は、平成○年○月○日

付で、請求人に対し、Ａ及びＢについて、

「老齢厚生年金の受給権を取得した当時

（昭和１６年４月２日以後に生まれた男

子及び昭和２１年４月２日以後に生まれ

た女子で、特別支給の老齢厚生年金の受

給権を有する方にあっては、定額部分の

支給を受けることができることとなった

当時）、加給年金額加算対象となる「子」

とは認められないため」という理由で、

加給年金額の加算をしない旨の処分（以

下「原処分」という。）をした。

３　請求人は、原処分を不服として、標記

の社会保険審査官に対する審査請求を経

て、当審査会に対し、再審査請求をした

ものである。

第３　当審査会の判断

１　法附則第８条の規定によれば、１年以

上の厚生年金保険の被保険者期間を有

し、老齢厚生年金の受給資格期間（保険

料納付済期間と保険料免除期間とを合算

した期間が２５年以上）を満たした者が、

６０歳に達したときは、特老厚を支給す

るとされており、また、被用者年金制度

の一元化等を図るための厚生年金保険法

等の一部を改正する法律（平成２４年法

律第６３号）による改正前の国民年金法

等の一部を改正する法律（平成６年法律

第９５号。以下「平成６年改正法」とい

う。）附則第１９条第４項の規定によれ

ば、男子であって昭和１６年４月２日か

ら昭和１８年４月１日までの間に生まれ

た者の特老厚（以下「本件特老厚」とい

う。）については、その者が６１歳に達

するまでは報酬比例部分に相当する額を

支給し、６１歳に達した月の翌月からは、

報酬比例部分に相当する額に定額部分を

加算した額（以下「本件特老厚年金額」

という。）を支給することとされている。

そして、本件特老厚に係る加給年金

額については、同条第５項及び法第４４

条第１項に、本件特老厚（その年金額の

計算の基礎となる被保険者期間の月数

が２４０以上であるものに限る。）の額

は、受給権者が６１歳に達した当時（そ

の年齢に達した当時、当該特老厚の額の

計算の基礎となる被保険者期間の月数が

２４０未満であったときは、被保険者の

資格を喪失し、かつ、被保険者となるこ

となくして被保険者の資格を喪失した日

から起算して１月を経過したときに当

該月数が２４０以上となるに至った当

時）、その者によって生計を維持してい

た子（１８歳に達する日以後の最初の３

月３１日までの間にある子及び２０歳未

満で法第４７条第２項に規定する障害等

級の１級若しくは２級に該当する障害の

状態にある子に限る。以下同じ。）があ

るときは、本件特老厚年金額に加給年金
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額を加算した額とすると規定され、平成

６年改正法附則第３０条第２項により読

み替えられた法第４４条第１項では、本

件特老厚年金額に加給年金額を加算して

支給し、特老厚に加給年金額が加算して

支給されていた者については、老齢厚生

年金についても、子が１８歳に達するま

では引き続き加給年金額を加算して支給

する旨が規定されている。

２　本件記録によれば、第２の１及び２記

載の各事実のほか、請求人は昭和○年○

月○日生まれで、平成○年○月○日に

６１歳になり、上記の定額部分の支給開

始年齢に達したものと認められることか

ら、本件では、平成○年○月○日当時に

おいて、ＡとＢが請求人によって生計を

維持していた子であると認められるかど

うかが問題となる。

３　前記１の規定によれば、本件特老厚に

係る加給年金額の加算は定額部分の支給

を受けることとなった日に子があること

が要件となるが、親と子の関係は、民法

の「第４編　親族」「第３章　親子」「第

１節　実子」「第２節　養子」が規定し

ているところである。そして、どのよう

な者の間に実親子関係又は養親子関係の

成立を認めるかは、その国における身分

法秩序の根幹をなす基本原則ないし基本

理念にかかわるものであり、実親子関係

又は養親子関係を定める基準は一義的に

明確なものでなければならず、かつ、実

親子関係又は養親子関係の存否はその基

準によって一律に決せられるべきもので

あるから、我が国の身分法秩序を定めた

民法は、同法に定める場合に限って実親

子関係又は養親子関係を認め、それ以外

の場合は実親子関係又は養親子関係の成

立を認めない趣旨であると解される。そ

して、養子は、縁組の日から養親の嫡出

子の身分を取得するとされている（民法

第８０９条）が、縁組は戸籍法の定める

ところにより届け出ることによって、そ

の効力を生ずる（民法第７９９条、第

７３９条）要式行為であるから、縁組の

届出が受理されて初めて養親子関係が創

設されるのであり、その届出がない以上

は、養親子関係が創設されることはない。

これを本件についてみるに、本件審査資

料からは請求人がＡ及びＢとの養子縁組

の届出をした日は平成○年○月○日であ

ることが明らかであり、Ａ及びＢは同日

に請求人の摘出子の身分を取得したと認

められるので、本件特老厚の定額部分の

支給を受けることとなった日においては

請求人の子ではない。したがって、請求

人との生計維持関係を論ずるまでもな

く、Ａ及びＢに係る加給年金額の加算を

することはできない。当審査会の上記判

断と同旨の原処分は適法かつ妥当であっ

て、これを取り消すことはできない。

以上の理由によって、主文のとおり裁決す

る。
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